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令和４年  第３回  まんのう町議会定例会  

 

まんのう町告示第１１５号 

 令和４年第３回まんのう町議会定例会を次のとおり招集する。 

                           令和４年８月２６日 

                           まんのう町長 栗田 隆義 

 

１．招集日 令和４年９月５日 

２．場 所 まんのう町役場議場 

 

 

 

令和４年第３回まんのう町議会定例会会議録（第１号） 

令和４年９月５日（月曜日）午前 ９時３０分 開会 

 

出 席 議 員  １６名 

    １番 真 鍋 泰二郎        ２番 石 﨑 保 彦 

    ３番 鈴 木 崇 容        ４番 常 包   恵 

    ５番 京 兼 愛 子        ６番 竹 林 昌 秀 

    ７番 川 西 米希子        ８番 合 田 正 夫 

    ９番 三 好 郁 雄       １０番 白 川 皆 男 

   １１番 大 西   樹       １２番 松 下 一 美 

   １３番 三 好 勝 利       １４番 大 西   豊 

   １５番 川 原 茂 行       １６番 白 川 正 樹 

 

欠 席 議 員  な し 

 

会議録署名議員の指名議員 

   １１番 大 西   樹       １２番 松 下 一 美 

 

職務のため出席した者の職氏名 

   議会事務局長  常 包 英 希   議会事務局係長  横 関 智 之 

 

地方自治法第１２１条の規定により、説明のため出席した者の職氏名 

   町 長  栗 田 隆 義   副 町 長  長 森 正 志 

   教 育 長  井 上 勝 之   総 務 課 長  萩 岡 一 志 
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   企画政策課長  鈴 木 正 俊   地域振興課長  松 下 信 重 

   税 務 課 長  小 縣   茂   住民生活課長  山 本 貴 文 

   福祉保険課長  池 下 尚 治   健康増進課長  國 廣 美 紀 

   農 林 課 長  藤 原 道 広   建設土地改良課長  河 田 勝 美 

   地籍調査課長  宮 崎 雅 則   会 計 管 理 者  黒 木 正 人 

   琴 南 支 所 長  河 野 正 法   仲 南 支 所 長  多 田 浩 章 

   教育次長兼学校教育課長  香 川 雅 孝   生涯学習課長  亀 井 真 治 

 

 

○白川正樹議長  おはようございます。 

 ただいまの出席議員は１６名であります。定足数に達しておりますので、これより令和

４年第３回まんのう町議会定例会を開催いたします。 

 招集者であります町長の御挨拶をお願いいたします。 

 町長、栗田隆義君。 

○栗田町長  皆さん、おはようございます。 

 「あかあかと日はつれなくも秋の風」（芭蕉）。朝夕は随分と秋の気配が感じられる今

日この頃です。そして、猛烈な台風１１号の今後の影響が心配されるところでございます。 

 本日、令和４年第３回９月まんのう町議会定例会を開催いたしましたところ、議員各位

におかれましては、公私ともに大変お忙しい中、御参集を賜りましてありがとうございま

す。 

 今議会に上程させていただいておりますのは、報告２件、決算認定７件、議案５件及び

諮問１件でございます。よろしく御審議の上、御議決賜りますようお願いを申し上げまし

て、開会の挨拶とさせていただきます。どうぞよろしくお願いいたします。 

○白川正樹議長  直ちに本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、あらかじめお手元に配付したとおりであります。 

 日程に入るに先立ちまして、議会報告をいたします。 

 事務局長、常包英希君。 

○常包議会事務局長  御報告申し上げます。 

 初めに、町長より、地方自治法第１４９条の規定に基づく議案５件、同法第１８０条の

規定に基づく専決処分報告１件、同法第２３３条の規定に基づく決算認定案件７件を受理

いたしました。 

 次に、地方公共団体の財政の健全化に関する法律第３条及び第２２条の規定に基づく報

告１件、人権擁護委員法第６条の規定に基づく諮問案１件を受理いたしました。 

 次に、組合議会関係について、中讃広域行政事務組合、香川県後期高齢者医療広域連合

議会、仲多度南部消防組合議会、香川県中部広域競艇事業組合において定例会及び臨時会

が開催され、各会計の補正予算、決算認定、専決処分の承認等についての審議結果の報告
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がありました。 

 次に、監査委員より、令和４年５月分から７月分までの例月出納検査の報告、令和３年

度分の定期監査、行政監査、財政援助団体等監査、決算審査、基金運用状況審査、まんの

う町健全化判断比率及び資金不足比率審査の結果と意見書の提出があり、受理いたしまし

た。 

 これらの書類はタブレットの今定例会の報告フォルダにそれぞれ入れておりますので、

よろしくお願いいたします。 

 また、請願・陳情書関係で６月定例会以降に１件の陳情書の提出があり、議会運営委員

会で審議した結果、議長預かりとすることとなりました。写しをタブレットの請願・陳情

書フォルダに入れ、配付に代えさせていただいておりますので、よろしくお願いいたしま

す。 

 以上で、議会報告を終わります。 

○白川正樹議長  議会報告を終わります。 

 

日程第１ 議会運営委員会報告 

○白川正樹議長  日程第１、本日の議事日程等について議会運営委員会の報告を願い

ます。 

 議会運営委員長、川西米希子君。 

○川西米希子議会運営委員長  議会運営委員会の御報告を申し上げます。 

 ９月２日、午前９時３０分より、全員協議会室におきまして、議会運営委員会委員６名

が出席し、議長、執行部、同席の下、第３回定例会の運営について審議しましたので、御

報告いたします。 

 お手元に配付されております議事日程第１号を御覧ください。 

 日程第１ 議会運営委員会報告      議会運営委員長 

 日程第２ 会議録署名議員の指名 

 日程第３ 会期の決定   本日から９月２２日までの１８日間といたします。 

 日程第４ 町政報告 

 日程第５ 所管事務調査の委員長報告   教育民生常任委員長 

 日程第６ 所管事務調査の委員長報告   建設経済常任委員長 

 日程第７ 所管事務調査の委員長報告   総務常任委員長 

 日程第８ 報告第１号 専決処分の報告について（給食費滞納等の請求事件） 

 日程第９ 報告第２号 令和３年度まんのう町健全化判断比率及び資金不足比率につい

て 

 日程第１０ 認定第１号 令和３年度まんのう町一般会計歳入歳出決算認定について 

総務常任委員会付託 

 日程第１１ 認定第２号 令和３年度まんのう町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認
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定について 教育民生常任委員会付託 

 日程第１２ 認定第３号 令和３年度まんのう町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算

認定について 教育民生常任委員会付託 

 日程第１３ 認定第４号 令和３年度まんのう町介護保険特別会計歳入歳出決算認定に

ついて 教育民生常任委員会付託 

 日程第１４ 認定第５号 令和３年度まんのう町下水道特別会計歳入歳出決算認定につ

いて 建設経済常任委員会付託 

 日程第１５ 認定第６号 令和３年度まんのう町農業集落排水特別会計歳入歳出決算認

定について 建設経済常任委員会付託 

 日程第１６ 認定第７号 令和３年度まんのう町浄化槽整備推進事業特別会計歳入歳出

決算認定について 教育民生常任委員会付託 

 日程第１７ 議案第１号 まんのう町職員の育児休業等に関する条例の一部改正につい

て 総務常任委員会付託 

 日程第１８ 議案第２号 まんのう町税条例等の一部改正について 総務常任委員会付

託 

 日程第１９ 議案第３号 まんのう町官民連携事業に関する個別外部監査契約に基づく

監査によることについて 即決でお願いいたします。 

 日程第２０ 議案第４号 まんのう町官民連携事業に関する個別外部監査契約の締結に

ついて 即決でお願いいたします。 

 日程第２１ 議案第５号 令和４年度まんのう町一般会計補正予算（案）第２号 総務

常任委員会付託 

 日程第２２ 諮問第１号 人権擁護委員候補者の推薦について 即決でお願いいたしま

す。 

 一般質問は９月６日、７日の本会議にて行います。 

 以上の日程で意見の一致を見、委員会を閉会いたしました。 

 以上で、議会運営委員会の報告を終わります。 

○白川正樹議長  これをもって、議会運営委員会の委員長報告を終わります。 

 ただいまの委員長報告に対する質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○白川正樹議長  質疑なしと認めます。これをもって、質疑を終了いたします。 

 

日程第２ 会議録署名議員の指名 

○白川正樹議長  日程第２、会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第１２６条の規定により、議長において、１１番、大西樹

君、１２番、松下一美君を指名いたします。 
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日程第３ 会期の決定 

○白川正樹議長  日程第３、会期の決定の件を議題といたします。 

 お諮りいたします。 

 本定例会の会期は、本日から９月２２日までの１８日間といたしたいと思います。これ

に御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○白川正樹議長  異議なしと認めます。 

 よって、会期は１８日間と決しました。 

 

日程第４ 町政報告 

○白川正樹議長  日程第４、町政報告を行います。 

 町長、栗田隆義君。 

○栗田町長  それでは、６月定例議会以降の町政報告をさせていただきます。 

 まず、新型コロナウイルス感染症対策の状況についてでございます。 

 国内では、７月に入って新規感染者数が再増加し、感染拡大の第７波に入りました。新

規感染者数が２０万人を超える日も相次ぎ、過去最大であった第６波を上回る波となって

います。この主な要因は、非常に感染力の強いオミクロン「ＢＡ．５株」が主流となった

ことによるものであり、新規感染者数がこれまでにない勢いで増加するなど、さらなる感

染拡大に歯止めがかからない状況下にあります。 

 本県におきましても、全国と同様にＢＡ．５系統への置き換わりが急速に進み、７月下

旬以降、平日において新規感染者数が１，０００人を超えた日が続きました。さらにお盆

明けからは２，０００人を超える日もあり、８月１８日には過去最多の２，７６２人とな

るなど、これまでにない多くの感染者が確認されています。 

 また、医療提供体制について、確保病床使用率が５０％を超えるなど、医療機関への負

荷が急速に高まっていることを踏まえ、「ＢＡ．５対策強化宣言」を行い、基本的な感染

対策や感染リスクを低減させる適切な対策の徹底により、社会経済活動の維持と医療の逼

迫回避の両立を図ることとされました。 

 そのような状況の中、本町におきましては、国及び県の動向や対処方針、要請等を受け

て、６月以降もまんのう町新型コロナウイルス感染症対策本部会議を３回開催し、情報の

把握、関係部署、関係機関との情報共有と対処方法について協議してまいりました。 

 特に公共施設等の利用については、感染予防のために利用制限等を引き続き行うことと

いたしました。詳細につきましてはホームページなどでお知らせしております。施設を利

用される住民、各団体の方々には御迷惑をおかけしておりますが、御理解、御協力をお願

いいたします。 

 また、住民の皆様には感染のさらなる拡大を防ぐため、改めて一人一人の意識が要であ

ることを念頭に、より一層感染防止対策の徹底に努めていただきますようお願いいたしま
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す。 

 次に、新型コロナウイルスワクチン接種についてでございます。 

 現在、９月３０日までの予約を受け付けております。医師会をはじめ関係機関の御協力

の下、６０歳以上の方、基礎疾患のある方など、重症化リスクの高い方、あるいは医療従

事者や高齢者施設などで従事する方々を対象に４回目接種を、１２歳以上の方を対象に３

回目接種を、並びに５歳以上の方を対象に１回目・２回目接種を実施しておりますので、

まだ接種されていない方は御検討くださいますようお願いいたします。 

 また、オミクロン株対応ワクチンの接種につきましては、国の指示内容に沿って広報、

行政告知放送及び町ホームページなどでお知らせしてまいります。 

 次に、本町の財政状況について御報告いたします。 

 本日より開催の９月定例議会において令和３年度決算認定をお願いしておりますが、一

般会計の決算状況は、実質収支が４億４，５１９万７，０００円の黒字となりました。単

年度収支は２，２００万円の赤字となりましたが、実質単年度収支につきましては２億７，

２９１万６，０００円の黒字となりました。 

 また、財政の健全化を示す各指標について、経常収支比率はコロナ関連の臨時事業など

臨時的経費の増加などにより、前年度に比べて４．９ポイント下降し、７９．８％となり

ました。実質公債費比率は元利償還金が増加しているものの、コロナ関連により交付税の

増加や臨時財政対策債発行可能額の増加などの要因により０．４ポイント下降し、７．

９％となりました。公債費負担比率につきましては、長期債の元利償還金は増加などの要

因により、前年度に比べて０．２ポイント上昇し、１７．５％となりました。 

 次に、香川県の７月末の人口は９３万５，３１５人と、昨年同期比で９，２６９人の減

となりました。まんのう町におきましても、７月末現在の世帯数は７，４６４世帯で、昨

年同期に比べまして１９世帯の減となりました。人口は１万７，７３６人と、２８７人の

減となっております。 

 次に、防災関係についてでございます。 

 本年５月に予定されておりました土器川総合水防演習は新型コロナウイルス感染症の感

染拡大の状況に伴い中止となりましたが、代替訓練として６月１９日に水防工法技術講習

会及びＷｅｂ方式での情報伝達訓練が開催され、水防工法と情報連携の習熟が図られまし

た。 

 また、香川県との合同開催の総合防災訓練につきましては、１０月開催に向けて関係機

関と準備を進めているところでございます。 

 幸い梅雨前線による避難情報の発令は本年度もございませんでしたが、台風の発生や新

型コロナウイルス感染症の拡大状況については、今後も注視しながら住民への避難情報の

早期発信を心がけ、防災・減災対策を進めてまいりたいと考えております。 

 次に、交通安全対策関連についてでございます。 

 香川県下の本年における交通事故死者数は７月２２日現在、年累計で１９件２０人とな
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り、昨年同期２１件、２１人と比べ２件の減、１人の減となっております。町内において

は、今年の上半期は人身事故発生件数１７件、昨年同期２３件で６件減少、死者数は昨年

と同じく１人、負傷者数は１８人、昨年同期２８人で１０人減少しております。 

 ９月２１日から３０日には「秋の全国交通安全運動」が実施されますが、まんのう町に

おきましても、早朝や夕方のキャンペーンなどを通じて早めのライト点灯、全席シートベ

ルト着用の徹底や歩行者、自転車利用者に対する反射材活用の啓発に取り組んでまいりま

す。 

 次に、農業関係についてでございます。 

 まんのう町が取り組んでおります「ひまわりプロジェクト」に関しましては、今年度、

約１４ヘクタールの農地に作付が行われました。作付補助につきましては、６月上旬にひ

まわり振興協議会で適正な管理ができているか確認を行い、管理不十分な栽培者に対して

は指導を行いました。 

 今年度は天候にも恵まれ、当初の計画どおり刈取り作業が行われており、ヒマワリ種子

の収穫量、品質に関しても問題なく、良質の種子が収穫できるものと考えております。 

 また、まんのう町主食用米生産継続臨時支援金につきましては、長引くコロナ禍の中、

外食需要の減少などにより米の在庫が膨らみ、令和３年度米概算金が大幅な下落をしたた

め、その影響を受けた町内の稲作農業者に対し臨時的に支援金を給付することで、時期作

に向けた生産意欲の向上と営農継続のための支援を行います。対象農家が約１，３００件

で、８８４件の農家より申請があり、支援金として合計３，１８０万１，０００円を交付

するものでございます。 

 次に、地域振興関係についてでございます。 

 ヒマワリが６月下旬から町内のあちらこちらで開花を始め、７月１６日には３年ぶりに

「ひまわりまつり」が開催されました。一面黄色で染められた帆山地域のヒマワリ畑では、

香川大学生が考案し、包括連携協定を締結している明治安田生命保険相互会社とＳＯＭＰ

Ｏひまわり生命保険株式会社の協力の下、「ひまわり迷路」や「どこでもドア」、「幸せ

の鐘」など設置したところ、インスタ映えのスポットとして写真撮影や観賞など町内外か

ら多くの方が来場され、まんのう町を広くＰＲできたものと考えております。 

 また、ＳＯＭＰＯひまわり生命保険株式会社が調査した日本全国１，０００人に聞いた

２０２２年夏に行きたい夏の風物詩「ひまわり畑」ランキングでは、第１位が北海道北竜

町の「北竜町ひまわりの里」、第２位が山梨県南都留郡の「山中湖花の都公園」、そして

第３位がまんのう町の「中山ひまわり団地」となっています。 

 さらに、先般、北海道北竜町で開催されました「第４回全国ひまわりオイルサミット」

でひまわりオイルの試飲が行われ、同席されておられました北海道酪農学園大学で食と健

康学を研究されております阿部教授からも高評価のお言葉をいただき、まんのう町産のオ

イルが群を抜いておいしいとの評価をいただきました。このことから、私の知っている限

りでは、まんのう町のひまわりオイルが日本一だと思っておりますので、さらにひまわり
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プロジェクト事業を推進してまいりたいと考えております。 

 次に、７月２１日に大阪府松原市の幸南食糧株式会社様から企業版ふるさと納税制度に

よる寄附金１，０００万円を「まんのう町の発展と未来の子供たちへの応援」として御寄

附いただきました。この寄附金はまんのう町奨学金事業とまんのう町ものづくりプロジェ

クト事業に活用してまいります。 

 次に、商工関係についてでございます。 

 新型コロナウイルス感染症や原油価格・物価高騰等の影響により、売上げが減少してい

る町内事業者及び住民生活を支援するため、プレミアム５０％つきの商品券を発行いたし

ました。計画していた申込数を超えたことから抽せんを行い、７月２３日から２５日の３

日間で約２億４，０００万円の商品券を販売いたしました。使用期限は翌年の１月末まで

の６か月となっておりますので、早めに使用していただきますようお願いいたします。 

 次に、福祉関係でございます。 

 高齢者福祉計画及び介護保険事業計画につきましては、３年ごとに策定することとなっ

ており、令和６年３月策定予定の第９期事業計画の委託業者選定に当たり、８月２５日に

事業者によるプレゼンテーションを実施いたしました。令和４年度は計画の策定に当たり、

地域に居住する高齢者の課題や介護予防ニーズ等を把握・分析するために、国の指針に基

づく介護予防・日常生活圏域ニーズ調査及び在宅介護実態調査を実施し、令和５年度で策

定委員会を開催し、事業計画や介護保険料等について審議を行い、第９期まんのう町高齢

者福祉計画及び介護保険事業計画の策定を行います。 

 次に、健康増進関係についてでございます。 

 予防接種事業では、子宮頸がんワクチンの積極的勧奨の再開に伴い、定期接種の機会を

逃した方に対しましても公費での接種が行われております。定期の方を含め対象となる方

には予診票を送付するとともに、既に自費で接種された方に対しましては、接種費用の助

成も実施しておりますので、子宮頸がん予防のため、ワクチン接種と２０歳からのがん検

診について、ぜひ御検討いただきますようお願いいたします。 

 次に、教育関係についてでございます。 

 最初の御報告でございますが、先週の木曜日、９月１日に満濃南こども園が新しい統合

施設での教育・保育を開始いたしました。平成２８年４月からこども園として運営をいた

しておりましたが、旧幼稚園施設と旧保育所施設の２か所に分かれての運用でございまし

た。こども園としての有効な機能が十分に発揮できない環境であったため、統合施設での

運用はこども園となった当初からの懸案事項でございました。平成２９年度の満濃南こど

も園検討委員会の答申を受けまして、用地買収にかかり、令和元年度に用地を購入いたし

ました。その後、令和元年度末から造成工事に着手し、令和２年度には造成工事が完了し、

昨年度から建築工事に取りかかっていたところでございます。去る６月２０日に建築工事

が竣工し、いよいよ仕上げとなる外構工事も８月１９日に竣工した次第でございます。 

 これによりまして、町内六つのこども園全てにおいて、それぞれ同じ建物の中での教
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育・保育が可能となりました。まんのう町の将来を担う子供たちがすくすくと成長するこ

とを祈ってやみません。 

 学校施設につきましては、昨年度より２か年計画で実施しております琴南小学校の大規

模修繕工事におきまして、本年度は先週までの夏休み期間中に校舎の西側と体育館の修繕

を行いました。児童らはリニューアルされた校舎と体育館で２学期を迎えております。 

 次に、国際交流の一環として例年実施しておりました中学生海外派遣につきましては、

本年度もコロナ禍のため、令和２年度から３年連続して中止となりました。毎年、４泊５

日間の日程でシンガポールの家庭に滞在しながら異文化交流を体験する短期留学ではござ

いますが、参加した子供たちにとっては忘れ得ぬ体験となる海外派遣が来年度はぜひ実施

の再開ができるよう願っているところでございます。 

 続きまして、中学生の部活動についてでございます。本年度の県総合体育大会におきま

して、剣道部は男子が団体で準優勝、個人戦では小嶺さんがベスト８となり、また、女子

は個人戦で松岡さんと尾嵜さんがベスト８、福留さんが第３位となり、それぞれ四国大会

に出場し、男子団体で第３位と健闘いたしました。 

 また、水泳部の福江さんが２００メートル平泳ぎで準優勝に輝き、四国大会に出場いた

しました。 

 なぎなた選手権大会におきましては、演技競技で本屋敷さんが優勝し、境美奈・境香奈

組が準優勝、試合競技で本屋敷さんが準優勝、境香奈さんが第３位になりました。また、

全国なぎなた大会に団体で本屋敷さんと境美奈さんが出場、試合競技に境香奈さんが出場

しました。 

 本年度も全国大会や四国大会で活躍する選手を輩出する満濃中学校の生徒を頼もしく誇

りに思う次第でございます。 

 次に、学校現場等における新型コロナウイルスの感染状況についてでございますが、学

校関係におきましても、第７波と言われる７月に入りまして、昨日までに感染者が３２４

人を数えております。小学校とこども園におきましては、マスクを外して実施するプール

での感染が疑われる集団感染も発生しており、学級閉鎖、または登園自粛の措置を８件い

たしました。 

 一方では、機会があるごとに保護者に対しまして、児童生徒はもちろん、御家族の方に

頭痛、喉の痛み、せきなどの風邪症状や発熱、胃腸の不調などによる体調不良の場合には

登校や登園をさせずに休養し、必要に応じて医療機関を受診するようお願いしており、保

護者の的確な対応によりまして、学校や園内での広がりが抑えられているものと感謝いた

しております。 

 次に、生涯学習関係についてでございます。 

 毎年、地域の方々が大勢参加し、盛大に開催される公民館まつりにつきましては、新型

コロナウイルスの感染拡大防止のため、５館は縮小し、作品展示、催しの実施、２館は中

止とし、作品展示のみと決定されました。 
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 来年２月に開催予定でありました「森のコンサートと楽しい音楽会」につきましても、

町民文化ホール吊り天井撤去工事のため中止となっております。 

 また、２０歳の門出を祝う「はたちの集い」を来年１月８日に仲南小学校体育館におい

て開催を予定しておりますが、開催方法等については検討しながら準備を進めてまいりま

す。 

 生涯学習施設関係につきましては、６月に着工した町民文化ホール吊り天井撤去改修工

事は固定席を脱着し、内部足場を設置し、天井撤去を開始しました。来年３月の完了に向

けて工事を進めております。 

 また、琴南公民館多目的ホール吊り天井撤去工事についても、１１月に着工できるよう

に実施設計書を作成しており、来年３月の完了に向けて工事を進めております。 

 次に、文化財関係についてでございます。 

 昨年度より着手しております国の名勝に指定された満濃池の保存活用計画の策定につき

ましては、満濃池保存活用計画策定委員会において「名勝満濃池の価値を保存し、次世代

へ確実に伝えていくための管理の方法」や「満濃池の魅力を生かした活用方法等」を検討

しており、今年度中にその基本方針を定めた保存活用計画を策定いたします。 

 また、仲南地区佐文の「綾子踊」を含む民俗芸能「風流踊」が、令和４年１１月２８日

から１２月３日に開催されます政府間委員会においてユネスコ無形文化遺産登録の審議・

決定がなされる見込みとなっておりますので、登録に向けた機運醸成や記念事業の計画・

実施を行ってまいります。 

 次に、支所関係についてでございます。 

 仲南地区の伝統行事であります仲南地区町民バレーボール大会については、昨年、一昨

年と新型コロナウイルスの影響で中止となり、今年は何とか開催できないものかと模索い

たしましたが、選手、役員、応援の方々が密になることからは避けることができず、それ

に対する感染対策や会場の中での対応が十分に取れないことから、３年連続の中止を余儀

なくされております。 

 また、琴南地区におきましても、夏の恒例行事でありますことなみイベント協会主催の

「ことなみサマーフェスタ」について開催に向けて検討しておりましたが、新型コロナウ

イルス感染者数の増加に伴い、感染防止対策を十分に取ることが難しいと判断し、非常に

残念な決断となりましたが、３年連続で中止といたしました。 

 以上、簡単ではございますが、６月定例議会以降の町政の一端を御報告いたしました。 

 なお、各課の町政報告につきましては、お手元に御配付させていただいておりますので、

お目通しをお願いいたしたいと思います。 

○白川正樹議長  町政報告を終わります。 

 

日程第５ 所管事務調査の委員長報告（教育民生常任委員長） 

○白川正樹議長  日程第５、所管事務調査の委員長報告の件を議題といたします。 
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 教育民生常任委員会の所管事務調査について委員長の報告を求めます。 

 教育民生常任委員長、白川皆男君。 

○白川皆男教育民生常任委員長  教育民生常任委員会委員長報告を行います。 

 去る８月２９日、午前９時３０分より、全員協議会室におきまして、委員全員、議長及

び執行部出席の下、教育民生常任委員会を公開にて開催いたしました。 

 議題は、所管事務調査について、その他であります。 

 まず、琴南小学校改修工事、満濃南こども園統合施設を現地視察しました。 

 その後、全員協議会室に戻り、所管課より報告を受けました。 

 初めに、琴南支所より、内科診療所の診療状況、歯科診療所の診療状況について報告が

ありました。 

 委員より、町内のコロナ感染者数を地区別、年代別に把握はできるのかとの質疑があり、

執行部より、地区別、年代別には把握できず、県が公表する町全体の感染者数のみになる

との答弁がありました。 

 委員より、内科診療所の受診者の疾病別データはあるのかとの質疑があり、執行部より、

疾病を分類、集計することは可能であるとの答弁がありました。 

 次に、住民生活課より、主要行事、戸籍・住基関係、環境衛生関係について報告があり

ました。 

 委員より、合併浄化槽の点検を町指定業者が行っているが、このほかに県の指定機関も

検査に来る。点検、検査の回数や内容を見直し、個人の負担額を減らすことはできないの

かとの質疑があり、執行部より、点検、検査は法令で定められているが、制度内容につい

て、再度、県等に確認するとの答弁がありました。 

 委員より、今後、町有地などに設置している太陽光パネルの撤去や処分について問題に

なると思う。町は対策を考える必要があるのではないかとの意見があり、執行部より、業

者撤退時の諸問題に対応するため、関係部署で調査、研究を進めたいとの答弁がありまし

た。 

 次に、学校教育課より、行事報告、園児・児童・生徒数、学校関係者の新型コロナウイ

ルス感染状況について報告がありました。 

 委員より、満濃南こども園統合施設に出入口が５か所あるが、監視カメラの設置など安

全対策はどのように考えているのか。また、フェンスが低い箇所があったが、子供たちが

乗り越えることはないのかとの質疑があり、執行部より、防犯カメラは出入りが考えられ

る箇所には設置している。門扉もほかのこども園と同じように子供では開閉できないよう

な対策を取っている。フェンスの高さについては、５歳児が乗り越えない基準で施工して

おり、先生からも登らないように指導をするとの答弁がありました。 

 委員より、子供が新型コロナウイルスに感染したときなどは子供の介護が必要になり、

仕事を休むことがある。その場合、収入が減る方などがいると思うが、どのような支援、

対応をしているのかとの質疑があり、執行部より、国の支援策になるが、そういった場合
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の休業補償がある。保護者の方には周知をしており、対象者には補償されていると思われ

るとの答弁がありました。 

 次に、福祉保険課より、行事等の報告、令和３年度の福祉関係の実績報告、国民健康保

険の状況、後期高齢者医療保険の状況、介護保険の状況について報告がありました。 

 行事等の報告の中で、７月１１日には鳥取県岩美町民生児童委員協議会より視察研修が

あり、本町の民生委員と意見交換などを行い、有意義な時間だったとの報告がありました。 

 委員より、令和５年度から１８歳までの高校生を対象に医療費を無料とする町独自の支

援策を考えているとのことだが、就職をしている１８歳以下の方など、全ての１８歳以下

の方を対象にできないのかとの質疑があり、執行部より、現在は制度を構築する中で、善

処できるよう作業を進めているとの答弁がありました。 

 委員より、虐待の認定は客観的判断が必要だが、その客観的判断や情報収集はどのよう

にしているのか。また、判定はどの機関が行っているのかとの質問があり、執行部より、

客観的判断や情報収集については、社会福祉士が学校や保護者などいろいろな方から聞き

取りなどを行いながら判断し、ケースによっては児童相談所に連絡し、対応願っている。

また、学校側で発見した場合は、虐待の疑いがあるものは全て児童相談所に報告し、その

後は児童相談所の専門員が全て対応することになっているとの答弁がありました。 

 また、委員より、生活保護について、コロナ禍により地元自治会等の会合が減り、地域

コミュニティーが毀損してきている。人と人との関わりが減ってきている中、取り残され

た潜在的困窮者の早期発見やつなぎ役は民生委員になるのかとの質疑があり、執行部より、

民生委員につなぎ役となってもらうことが多い。また、地域で支援や地域の方がつなぎ役

となってもらう取組を行っている。町としてもできる限りの支援をしたいと考えているの

で、今後も協力を得ながら取り組みたいとの答弁がありました。 

 次に、健康増進課より、事業等報告、中讃圏域健康生きがい中核事業、温泉バス利用実

績、子育て支援サービス事業実績について報告がありました。 

 委員より、４月より不妊治療が保険適用となっているが、保険適用にならないケースが

ある。その場合の独自支援や、保険適用となった場合でも上乗せの独自支援など様々な支

援を行っている県内の自治体がある。独自支援についてどのように考えているのかとの質

疑があり、執行部より、健康増進課としても必要と考えている。現在、県内の自治体と情

報共有をしながら、どのような支援が望ましいのか検討しているとの答弁がありました。 

 委員より、コロナワクチンの接種率を上げるには、民生委員や社会福祉協議会と連携し

て情報提供や啓発をしてはどうか。また、コロナ関連のお知らせも連携して周知してはど

うかとの意見があり、執行部より、ワクチン接種の推進やコロナ関連の周知に関しては、

民生委員や社会福祉協議会と連携して周知、啓発を行ってきた。また、個別通知などはコ

ロナ関連のものと見た目で判別しやすく工夫している。民生委員や社会福祉協議会とは、

引き続き、連携して取り組みたいとの答弁がありました。 

 次に、生涯学習課より、主要行事報告、町立図書館利用状況、スポーツセンターまんの
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う利用状況、天文台利用状況、民具展示室利用状況について報告があり、スポーツセンタ

ーまんのうの利用者数や天文台の開館日数などは昨年度より大幅に増えているとの説明が

ありました。 

 委員より、仲南武道館やサン・スポーツランド仲南など、よく利用している様子を見か

ける。今後も利用促進を図るようにとの意見がありました。 

 委員より、町民文化ホール吊り天井撤去工事は順調に進んでいるのかとの質疑があり、

執行部より、順調に進んでいる。現在、足場設置の完了検査が終わったところで、これか

ら照明の撤去を行う予定としているとの答弁がありました。 

 以上、所管事務調査を行い、委員会を閉会いたしました。 

 以上で、教育民生常任委員会の委員長報告を終わります。 

○白川正樹議長  これをもって、教育民生常任委員会の所管事務調査に関する委員長

報告を終わります。 

 ただいまの委員長報告に対する質疑に入ります。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○白川正樹議長  質疑なしと認めます。これをもって、質疑を終了いたします。 

 

日程第６ 所管事務調査の委員長報告（建設経済常任委員長） 

○白川正樹議長  日程第６、所管事務調査の委員長報告の件を議題といたします。 

 建設経済常任委員会の所管事務調査について委員長の報告を求めます。 

 建設経済常任委員長、合田正夫君。 

○合田正夫建設経済常任委員長  それでは、建設経済常任委員会の委員長報告を行い

ます。 

 去る８月２６日、午前９時３０分より、全員協議会室におきまして、委員全員、議長及

び執行部出席の下、建設経済常任委員会を公開にて開催いたしました。 

 議題は、所管事務調査について、その他であります。 

 まず、高篠地区羽間、町道下仲屋敷立石線道路改良工事と仲南地区買田、農地転用現場

と、四条地区福家、町道杉ノ上本村線道路改良工事をそれぞれ現地視察しました。 

 その後、全員協議会室に戻り、所管課より事業報告を受けました。 

 初めに、地籍調査課より、令和４年度地籍調査事業測量等業務委託入札の報告と全国国

土調査協会四国ブロック会定例総会、第６１回全国国土調査協会定時総会、地籍調査地区

地元説明会の開催状況の報告、地籍調査事業連絡会議・担当者会議の報告がありました。 

 次に、農林課より、農業委員会定例会等の開催状況、農林振興関係の行事報告のほか、

満濃農村環境改善センター利用状況、有害鳥獣捕獲頭数の報告がありました。 

 委員より、森林整備担い手対策協議会で協議した中で、内容はどのような話が多かった

のかとの質疑があり、執行部より、協議内容は森林環境譲与税の話が多く、費用の一部を

県内同率で集めて、新規で林業を営む方の育成に充てる方向性の内容であったとの答弁が
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ありました。 

 委員より、ナラ枯れ対策について県はどう判断しているのか。多面的に見て森林を重要

視している自治体と、そうでない自治体との温度差をどう感じたのかとの質疑があり、執

行部より、都市部の自治体であっても環境保全や多面的な森林保持について前向きに話合

いはできている。ただ、具体的な数字や予算については示されていないとの答弁がありま

した。 

 委員より、有害鳥獣に関して捕獲頭数は令和３年度、令和４年度と理解できるが、捕獲

に使用する器具の補助申請状況はどうなっているのかとの質疑があり、執行部より、電気

のメッシュ柵は令和３年度は４１件の申請、箱わな６件、電気止め刺し器は５件あったと

の答弁がありました。 

 次に、建設土地改良課より、土地改良事業関係進捗状況、主なため池の貯水状況、林

道・公共土木・都市計画・住宅事業関係進捗状況、下水道・農業集落排水事業関係などの

報告がありました。 

 委員より、町内の建設業者のＡ・Ｂ・Ｃのランクづけするための資料は出せるのかとの

質疑があり、執行部より、ランク分けの一覧表を提供するとの答弁がありました。 

 次に、地域振興課より、地域おこし協力隊の各隊員の活動状況、若者住宅取得及び地域

木材利用住宅等補助事業、ひまわり推進事業、琴南地域活性化センター（ことなみ未来館）

事業、ふるさと納税事業、商工事業、移住定住事業、地方創生事業、企業誘致推進事業、

水道給水管布設工事補助金交付事業の報告がありました。 

 委員より、ひまわり推進事業を地域振興課としてどのようにＳＮＳ等を利用して情報発

信を行ったのかとの質疑があり、執行部より、インスタグラムでヒマワリの開花情報を定

期的に情報発信し、多くの人に投稿をしてもらったとの答弁がありました。 

 委員より、マイナポイント事業について住民にどういった勧め方をしているのか。利点

の説明や支援をどのようにしているのかとの質疑があり、執行部より、本来の目的はマイ

ナンバーカードを作ってもらうことで、そのためにマイナポイントの登録の支援をしてい

る。ただ、丁寧に説明をしても理解していただけない方もおられることと、窓口は住民生

活課が行うことになっているとの答弁がありました。 

 委員より、企業誘致推進事業の中で、町としてどういった企業に来てもらいたいのかと

の質疑があり、執行部より、企業誘致を図るために優遇制度を充実する条例を１２月議会

で上程したい。業種の方は広く考えているが、希望としては製造業を考えている。また、

若い方の就業場所になればと考えているとの答弁がありました。 

 以上、所管事務調査を行い、委員会を閉会いたしました。 

 これで建設経済常任委員会の委員長報告を終わります。 

○白川正樹議長  これをもって、建設経済常任委員会の所管事務調査に関する委員長

報告を終わります。 

 ただいまの委員長報告に対する質疑に入ります。質疑はありませんか。 
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〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○白川正樹議長  質疑なしと認めます。これをもって、質疑を終了いたします。 

 

日程第７ 所管事務調査の委員長報告（総務常任委員長） 

○白川正樹議長  日程第７、所管事務調査の委員長報告の件を議題といたします。 

 総務常任委員会の所管事務調査について委員長の報告を求めます。 

 総務常任委員長、松下一美君。 

○松下一美総務常任委員長  総務常任委員会の委員長報告を行います。 

 去る８月３０日、午前９時３０分より、全員協議会室におきまして、委員全員、議長及

び執行部出席の下、総務常任委員会を公開にて開催いたしました。 

 議題は、所管事務調査について、その他であります。 

 初めに、総務課より、５月上旬から８月上旬までの事業報告、町内火災発生状況、救急

出動状況、交通事故発生状況、参議院議員通常選挙、香川県知事選挙の投票状況、防災出

前講習状況等の報告がありました。      （合田正夫議員退席 午前１０時３０分） 

 委員より、７月の参議院選挙も今回の香川県知事選挙も投票率が低かった。そこで、投

票率向上につながる対策を検討してはどうか。例えば投票済者に町指定のごみ袋を配った

り、移動期日前投票所の取組をしてはどうかとの意見がありました。 

 執行部より、前回の委員会でも意見をいただいているので、選挙管理委員会には報告し

ている。今後、情報収集をしながら取組を検討するとの答弁がありました。 

 委員より、今回も香川県知事選挙の選挙公報が届くのが遅かった。立候補者や国民審査

の情報を得る重要な手段のため、もう少し早く配布することはできないのかとの質疑があ

り、執行部より、配布は日本郵便株式会社に委託しており、規定内での日程で配布を行っ

たが、今後は少しでも早い配布ができるよう協議していきたい。また、配布以外の周知方

法として、町ホームページに選挙公報のリンク先を貼ったり、入場券にＱＲコードを印刷

した。今後もいろいろな対策を検討したいとの答弁がありました。 

 委員より、開票所の照明が暗いのではないか。照明の追加をしているが、場所の変更な

ども検討してはどうかとの意見があり、執行部より、現在の開票所は施設老朽化のため照

明が暗い。今回も臨時的に照明を追加しているが、会場の変更も含めて、開票所の環境改

善について検討したいとの答弁がありました。 （合田正夫議員入室 午前１０時３２分） 

 委員より、琴南地区の投票率が悪い。期日前投票所の増設など、町全体の投票率向上の

取組をしてほしいとの意見があり、執行部より、期日前投票所増設については、パソコン

での選挙人名簿の管理をどうするかなどの問題もあるが、選挙管理委員会で協議、検討し

ていきたいとの答弁がありました。 

 また、委員より、高齢者免許返納について、返納者から移動手段等の支援について要望

は寄せられてないのかとの質疑があり、執行部より、要望などは特には聞いていないとの

答弁がありました。 
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 次に、企画政策課より、中讃広域行政事務組合企画協議会、定住自立圏形成の事業報告、

出資法人関係等では、財団法人ことなみ振興公社、有限会社仲南振興公社の令和４年度第

１四半期の実績報告がありました。また、コミュニティー・自治会関係では、コロナの影

響等により町政懇談会は中止とのこと。交通対策関係では、あいあいタクシー、福祉タク

シーの利用状況報告、公聴広報、情報政策、人権啓発、男女共同参画推進関係の事業報告

がありました。 

 委員より、財団法人ことなみ振興公社、有限会社仲南振興公社の運営について、会計事

務所の所見を踏まえ、執行部として今後どのように考えていくのかとの質疑があり、執行

部より、財団法人ことなみ振興公社、有限会社仲南振興公社と協議して報告するとの答弁

がありました。 

 委員より、町政懇談会が中止となり、意見交換の場がなくなった。町政懇談会の在り方

や情報発信の手段をどのように考えているのかとの質疑があり、執行部より、周知の必要

な情報は広報や告知放送でお知らせしているが、コロナ禍が落ち着いた段階で再度考えて

いきたいとの答弁がありました。 

 次に、税務課より、令和４年度の町民税、国民健康保険税、介護保険料、後期高齢者医

療保険料の調定額について、町民税７億５，６２８万４，４００円、国民健康保険税３億

２２万９，２００円、介護保険料５億１３９万８，４００円、後期高齢者医療保険料２億

８９６万９，７００円である。また、町民税等の滞納繰越残高の推移状況について報告が

ありました。 

 委員より、スマートフォン決済導入後の利用状況はどうなっているかとの質疑があり、

執行部より、７月末までに約４００件の利用があったとの答弁がありました。 

 次に、会計室より、令和３年度の一般会計、各特別会計の歳入歳出決算について報告が

あり、一般会計について歳入決算額１２６億４，９６７万７，０５１円、歳出決算額１２

１億１，７９５万９，７９８円、歳入歳出差引残額５億３，１７１万７，２５３円であり、

対前年度と比べ歳入が約１２％の減、歳出が約１２．３％の減であるとの報告がありまし

た。 

 次に、琴南支所より、事業報告、琴南農改センター、琴南総合センターの利用実績、窓

口受付件数について報告があり、琴南農改センター、琴南総合センターは５月、６月に検

診があったため利用人数が多くなった。また、児童手当の申請が必要でなくなったため、

受付件数が減っているとの報告がありました。 

 最後に、仲南支所より、事業報告、町マイクロバス運行実績の報告がありました。また、

仲南地区町民バレーボール大会と忠八祭りの実施については、関係者と協議した結果、コ

ロナ禍のため中止することとなった。二宮忠八飛行神社大祭は規模を縮小し、神事のみ実

施するとの報告がありました。 

 委員より、福祉バスの利用が一部の地域に偏っている。もっと利用の案内をしてはどう

かとの意見があり、執行部より、仲南地区の自治会長会で利用実績の報告及び利用の案内
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などをしている。今後もいろいろな手段で利用を呼びかけたいとの答弁がありました。 

 以上、所管事務調査を行い、総務常任委員会を閉会しました。 

 以上で、総務常任委員会の委員長報告を終わります。 

○白川正樹議長  これをもって、総務常任委員会の所管事務調査に関する委員長報告

を終わります。 

 ただいまの委員長報告に対する質疑に入ります。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○白川正樹議長  質疑なしと認めます。これをもって、質疑を終了いたします。 

 ここで、休憩を取ります。議場の時計で１０時５５分まで休憩といたします。 

休憩 午前１０時３９分 

 

再開 午前１０時５５分 

○白川正樹議長  休憩を戻して、会議を再開いたします。 

 

日程第８ 報告第１号 専決処分の報告について（給食費滞納等の請求事件） 

○白川正樹議長  日程第８、報告第１号 専決処分の報告について（給食費滞納等の

請求事件）の件を議題といたします。 

 提出者に報告内容の説明を求めます。 

 町長、栗田隆義君。 

○栗田町長  ただいま上程されました、報告第１号 専決処分の報告（給食費滞納等

の請求事件）について御説明申し上げます。 

 地方自治法第１８０条第１項の規定により、議会において指定された事項に基づき、令

和４年６月２４日付で別紙専決処分書のとおり専決処分いたしましたので、同条第２項の

規定により報告するものでございます。 

 概要といたしましては、給食費の滞納が９万９，０００円であり、滞納者に対し督促等

再三の納付指導を行ってきましたが、その履行がなされないため、支払督促の申立てを丸

亀簡易裁判所に行ったものでございます。 

 以上、専決処分の報告といたします。 

○白川正樹議長  本件は議会の委任による専決処分ですが、特に質疑がありましたら

許可をいたします。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○白川正樹議長  質疑を終了いたします。 

 これをもって、本件は報告済みといたします。 

 

日程第９ 報告第２号 令和３年度まんのう町健全化判断比率及び資金不足比率につい

て 
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○白川正樹議長  日程第９、報告第２号 令和３年度まんのう町健全化判断比率及び

資金不足比率についての件を議題といたします。 

 提出者に報告内容の説明を求めます。 

 町長、栗田隆義君。 

○栗田町長  ただいま上程されました、報告第２号 令和３年度まんのう町健全化判

断比率及び資金不足比率について御説明申し上げます。 

 健全化判断比率及び資金不足比率は、地方公共団体の財政の健全化に関する法律第３条

第１項及び第２２条第１項の規定により、令和３年度決算に基づく健全化判断比率及び資

金不足比率について報告するものでございます。 

 ２ページ目を御覧ください。 

 健全化判断比率についてでありますが、上段の表のとおりとなっております。実質赤字

比率、連結実質赤字比率は昨年度と同様に該当ありませんでした。実質公債費比率は昨年

度から０．４ポイント減の７．９％となりました。将来負担比率においては昨年度と同様

に該当ありませんでした。全ての指標で基準を下回っており、３年度も健全な結果となり

ました。 

 次に、資金不足比率についてでありますが、下段の表のとおりとなっております。こち

らの指標も昨年度と同様に、全ての公営企業会計において資金不足はない結果となってお

り、良好な結果となりました。 

 なお、令和３年度まんのう町健全化判断比率及び資金不足比率について、８月５日に監

査委員の審査に付しており、その意見書を添付しておりますので、御確認ください。 

 以上、報告いたします。よろしくお願い申し上げます。 

○白川正樹議長  本件は報告事項ですが、特に質疑がありましたら許可をいたします。

質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○白川正樹議長  質疑なしと認めます。質疑を終了いたします。 

 これをもって、本件は報告済みといたします。 

 

日程第１０ 認定第１号 令和３年度まんのう町一般会計歳入歳出決算認定について 

日程第１１ 認定第２号 令和３年度まんのう町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認

定について 

日程第１２ 認定第３号 令和３年度まんのう町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算

認定について 

日程第１３ 認定第４号 令和３年度まんのう町介護保険特別会計歳入歳出決算認定に

ついて 

日程第１４ 認定第５号 令和３年度まんのう町下水道特別会計歳入歳出決算認定につ

いて 
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日程第１５ 認定第６号 令和３年度まんのう町農業集落排水特別会計歳入歳出決算認

定について 

日程第１６ 認定第７号 令和３年度まんのう町浄化槽整備推進事業特別会計歳入歳出

決算認定について 

○白川正樹議長  日程第１０、認定第１号 令和３年度まんのう町一般会計歳入歳出

決算認定について、日程第１１、認定第２号 令和３年度まんのう町国民健康保険特別会

計歳入歳出決算認定について、日程第１２、認定第３号 令和３年度まんのう町後期高齢

者医療特別会計歳入歳出決算認定について、日程第１３、認定第４号 令和３年度まんの

う町介護保険特別会計歳入歳出決算認定について、日程第１４、認定第５号 令和３年度

まんのう町下水道特別会計歳入歳出決算認定について、日程第１５、認定第６号 令和３

年度まんのう町農業集落排水特別会計歳入歳出決算認定について、日程第１６、認定第７

号 令和３年度まんのう町浄化槽整備推進事業特別会計歳入歳出決算認定について、以上、

認定第１号から認定第７号までの７件について、会議規則第３７条により一括議題といた

したいと思いますが、これに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○白川正樹議長  異議なしと認め、認定第１号から認定第７号までを一括議題といた

します。 

 提出者から提案理由の説明を求めます。 

 町長、栗田隆義君。 

○栗田町長  ただいま上程されました、認定第１号から認定第７号、認定７件の概要

説明を申し上げます。 

 一般会計につきましては、歳入決算額が１２６億４，９６７万７，０５１円、歳出決算

額が１２１億１，７９５万９，７９８円となったことから、歳入歳出差引残額は５億３，

１７１万７，２５３円で、翌年度へ繰り越すべき財源の８，６５２万円を差し引いた翌年

度への繰越額は４億４，５１９万７，２５３円でございます。このうち、地方自治法第２

３３条の２の規定による基金繰入金はございません。 

 また、一般会計における年度末地方債残高は１２７億３，３８８万６，０００円で、前

年度比３５６万８，０００円の減となっています。 

 理由といたしましては、令和２度中の借入額１７億４，２８０万円に対して令和３年度

が２億６，２１０万円減の１４億８，０７０万円と、借入額が減少したことなどによるも

のでございます。 

 特別会計におきましては、起債の償還終了及び地方債発行額の減少により、地方債残高

は前年度に比べて１億１４万７，０００円の減となっております。 

 認定第１号から認定第７号までは地方自治法第２３３条の３の規定により、監査委員の

意見を付して議会の認定をお願いするものでございます。 

 なお、地方自治法第２３３条の５の規定により、主要施策の成果報告書を併せて提出し
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ておりますので、お目通しをお願いいたします。 

 要点説明につきましては、会計管理者より説明を行わせますので、御審議の上、御承認

くださいますようお願い申し上げます。 

○白川正樹議長  会計管理者、黒木正人君。 

○黒木会計管理者  私からは、ただいま上程されました認定第１号から第７号のうち、

町長から御説明いたしました一般会計を除いた特別会計の決算額につきまして御報告申し

上げます。決算書に沿って御説明いたしますので、お手元に配付されています決算書を御

用意ください。 

 それでは、決算書の２０９ページをお開きください。 

 認定第２号 令和３年度まんのう町国民健康保険特別会計のうち、事業勘定の歳入歳出

決算でございます。歳入決算額２３億７，８１５万７，３４４円に対しまして、歳出決算

額２２億５，２９７万５，５００円となり、歳入歳出差引残額は１億２，５１８万１，８

４４円でございます。翌年度へ繰り越すべき財源はございませんので、翌年度へ繰越額は

１億２，５１８万１，８４４円でございます。 

 なお、決算額の対前年度比は歳入が３％の増、歳出が２．１％の増となっております。 

 次に、２５１ページをお開きください。 

 令和３年度まんのう町国民健康保険特別会計、直営診療施設勘定のうち、歯科の歳入歳

出決算でございます。歳入決算額４０６万７，７１０円、歳出決算額は同額の４０６万７，

７１０円、歳入歳出差引残額はゼロ円でございます。よって、翌年度へ繰り越すべき財源

及び翌年度へ繰越額ともにゼロ円でございます。決算額の対前年度比は歳入歳出ともに０．

２％の減となっております。 

 続きまして、２６５ページをお開きください。 

 令和３年度まんのう町国民健康保険特別会計、直営診療施設勘定のうち、内科の歳入歳

出決算でございます。歳入決算額６，１４９万３，０１６円に対しまして、歳出決算額は

同額の６，１４９万３，０１６円となり、歳入歳出差引残額はゼロ円でございます。翌年

度へ繰り越すべき財源及び翌年度へ繰越額ともにゼロ円でございます。決算額の対前年度

比は歳入歳出ともに２．４％の減となっております。 

 また、国民健康保険特別会計全体の決算額の対前年度比は歳入が２．８％の増、歳出が

１．９％の増でございます。 

 次に、２９１ページをお開きください。 

 認定第３号 令和３年度まんのう町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算でございます。

歳入決算額２億９，３７０万７，１９６円に対しまして、歳出決算額２億９，０９７万８，

４０５円となり、歳入歳出差引残額は２７２万８，７９１円でございます。翌年度へ繰り

越すべき財源はございませんので、翌年度へ繰越額は２７２万８，７９１円でございます。

決算額の対前年度比は歳入が１．６％の減、歳出が０．３％の減となっております。 

 次に、３１３ページをお開きください。 
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 認定第４号 令和３年度まんのう町介護保険特別会計歳入歳出決算でございます。歳入

決算額２６億７，１８４万７，４２３円に対しまして、歳出決算額２６億６，４２７万１，

６７２円となり、歳入歳出差引残額は７５７万５，７５１円でございます。翌年度へ繰り

越すべき財源はございませんので、翌年度へ繰越額は７５７万５，７５１円でございます。

決算額の対前年度比は歳入が１．２％の増、歳出が１．１％の増となっております。 

 ３６９ページをお開きください。 

 認定第５号 令和３年度まんのう町下水道特別会計歳入歳出決算でございます。歳入決

算額２億６４５万１６０円に対しまして、歳出決算額２億４９万７，３２５円となり、歳

入歳出差引残額は５９５万２，８３５円でございます。このうち翌年度へ繰り越すべき財

源が１８万１，０００円ございますので、これを差し引いた翌年度へ繰越額は５７７万１，

８３５円でございます。決算額の対前年度比は歳入が３．４％の減、歳出が３．１％の減

となっております。 

 ３９３ページをお開きください。 

 認定第６号 令和３年度まんのう町農業集落排水特別会計歳入歳出決算でございます。

歳入決算額３，２３０万７，０５７円に対しまして、歳出決算額３，２１０万３，９９６

円となり、歳入歳出差引残額は２０万３，０６１円でございます。翌年度へ繰り越すべき

財源はございませんので、翌年度へ繰越額は２０万３，０６１円でございます。決算額の

対前年度比は歳入が２．９％の減、歳出が０．１％の増となっております。 

 ４１３ページをお開きください。 

 認定第７号 令和３年度まんのう町浄化槽整備推進事業特別会計歳入歳出決算でござい

ます。歳入決算額３，５９３万３，６９１円、歳出決算額は同額の３，５９３万３，６９

１円、歳入歳出差引残額はゼロ円でございます。翌年度へ繰り越すべき財源及び翌年度へ

繰越額ともにゼロ円でございます。決算額の対前年度比は歳入歳出ともに１８．６％の減

となっております。 

 ４２９ページからは財産に関する調書でございます。 

 なお、執行内容の詳細につきましては、付託予定であります常任委員会におきまして、

各担当課長より御説明申し上げます。 

 以上、御審議いただき、御認定のほどよろしくお願い申し上げ、御報告とさせていただ

きます。 

○白川正樹議長  質疑に入る前に、監査委員が議場におられますので、審査の報告を

お願いいたします。 

 大西豊監査委員。 

○大西豊監査委員  決算審査の報告を申し上げます。 

 地方自治法第２３３条第２項の規定により、令和３年度まんのう町一般会計歳入歳出決

算及び各特別会計歳入歳出決算の審査を行いましたので、報告をいたします。 

 審査に要しました期間は定期監査等の監査を含め７月１９日から８月１２日まで行い、
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新名代表監査委員と私とで審査をいたしました。 

 審査の方法は主要施策の成果に関する報告書、各会計の歳入歳出決算書、決算事項別明

細書、実質収支に関する調書等の関係帳簿等により照合審査を行うとともに、各課に都度

説明を求め、計数の正確性及び予算執行の適否などを重点に審査を行いました。 

 審査の結果は、歳入歳出決算及び書類はいずれも関係法令に準拠して作成されており、

決算の計数につきましても、関係諸帳簿と照合した結果、正確であることを認めました。 

 今回の審査結果は監査委員の意見も含めて申し上げます。 

 本町の財政状況は比較的安定した運営が行われていると言える。これは健全化判断比率、

資金不足比率等の財政指標を見ても良好と判断できるが、経常収支比率は前年度より若干

改善を見たものの７９．８％となっており、全体予算の７割強を占める依存財源のいかん

によっては財政の硬直化が一気に進むことが懸念される。そのため、常に自主財源の確保、

充実等の対策を講じるとともに、本町に見合った適正な予算規模の行政サービスを展開し

ていくように努められたい。 

 ふるさと応援寄附金については、昨年の１．７倍の６，６９３万５，０００円となり、

過去最高額を記録した。新型コロナに影響を受けた巣籠もり需要が追い風になったものと

思うが、関係者の努力のたまものであり、評価するところである。寄附をいただいた方々、

協力していただいている事業者の皆さんにこれからも応援していただけるよう積極的に本

町の魅力を内外に広く情報発信し続け、町の活性化に資することを期待している。 

 収入未済額の、町税については前年度よりも改善が見られる。不納欠損額も減少してい

ることから、適正かつ計画的に徴収に取り組まれた結果だと認められる。県下でも税金の

収納率が高い本町においてこれは評価できることで、公平性を保つため、引き続き、効果

的な収納事務と適切な債権管理に努められたい。 

 新型コロナウイルス感染症対策関係では、ワクチン接種、未来応援給付金、非課税世帯

等臨時特別給付金、４割上乗せプレミアム商品券発行など、相当な予算を使い、様々な取

組が行われていること、コロナ禍の非常時に煩雑極まる業務に携わる関係者の方々をねぎ

らうとともに、終息に向けて尽力をいただきたい。 

 任意団体等への補助金・負担金の支出についても、新型コロナ等で活動を控えている団

体にも平時と同様の補助金額を支出し、使われていない事例も見られたことから、担当課

において都度十分精査し、適切な援助額となるよう、今後、見直しを図っていただきたい。 

 公有財産については、土地の取得または建物の設置時には設置目的、設置効果等を調査

し、十分精査した上で計画的に実施するとともに、施設の利用率が悪く、政策的に保有し

ておく意義が乏しいものについては、公共施設等総合管理計画に基づき取壊し、または売

却等を検討されたい。 

 決算審査と並行して行政監査として不用額に対する調査を行ったが、新型コロナ関連に

よる事業不執行に伴う不用額以外にも多額の不用額が発生しているものが見られた。事業

や補助金等の関係で年度末までの実績が見通すことができず、やむなく減額できなかった
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ものや職員の節約努力により支出が抑えられたものもあるが、予算策定時、また、実施事

業の精査が十分に行われず、不用額として残っているものも散見されたことから、予算の

積算時または事業の終了時等に適切な事務処理を行っていただきたい。 

 最後に、依然収束の兆しが見えないコロナ禍により、働き方の変化、子育ての変化、移

住への関心など、生活意識、生活行動、価値観等が変容してきている。町にはこの難局に

あって変化を恐れず、政策的に硬直することなく、多くの住民が真に必要としているサー

ビスを健全な財政運用により提供していただくことを期待したいということを監査委員の

意見として上げておきます。 

 なお、参考までに、決算審査に併せて地方自治法第２４１条第５項に基づく基金運用状

況審査と地方自治法第１９９条第４項に基づく定期監査、同条第２項に基づく行政監査、

地方公共団体の財政の健全化に関する法律第３条第１項及び同法第２２条第１項の規定に

よる健全化判断比率及び資金不足比率審査を行っており、その結果を議会に提出しており

ます。報告書はタブレットに入れておりますので、御確認いただきたいと思います。 

 以上で、監査の報告を終わります。 

○白川正樹議長  これをもって、審査の報告を終わります。 

 これより、認定第１号から認定第７号までの７案件に対する質疑に入ります。本議案は

委員会付託を予定しておりますので、質疑はあくまでも総括的、大綱的な質疑にとどめて

いただきたいと思います。質疑はありませんか。 

 ５番、竹林昌秀君。 

○竹林昌秀議員  町長、地方財政健全化法の五つの指標はすばらしいことになりまし

たね。あらゆる指標が算定できないぐらい安全度が高い。将来負担率とか資金不足率とか

ゼロですよね。資金調達の的確さと職員たちの特定財源、交付金とか調達する努力のたま

ものと心より御礼申し上げます。 

 唯一、実質公債費比率がありますが、合併したとき１５．７ぐらいだったですね。それ

が７まで下がって、８．３まで上がっとったのが、また７．９に下がった。公共インフラ

を積極的に整備しているにもかかわらず、適格な運用がされたものと御礼申し上げます。 

 そしてまた、監査委員さんが議場で監査報告をされました。令和２年に地方自治法が改

正されて、新監査基準を本町でも制定しましたね。そのような方向に進んだということで

すね。監査委員方の努力、それを支えた事務方に敬意を表したいと思います。 

 不祥事があったときでないと、監査とか内部統制の話はできませんよね。行政水準を上

げる好機ですね。それを我々のまちは的確に捉えてるんではないかなと思います。 

 ただ、一遍にはいきません。監査委員さんからは、一般会計、特別会計決算審査及び基

金運用状況調査、これは報告として文書で上がっております。しかし、行政監査を行った

定期監査及び行政監査の結果報告書、これに法令遵守とか行政手法とか契約とかそういう

ものを審査されたことが載っておりますが、タブレットでは分からない。私もこれ見つけ

るの苦心惨たん、さっきまで探してました。これもやっぱり公式の報告として載せてもら
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えないか、このようなお願いであります。 

 そして、指定管理者評価委員会と出資法人の評価委員会、これは行政内部で関係課が多

岐にわたりますから、そこで評価して、内部統制的にやっていただく目的で、出資法人条

例と指定管理者条例にこの委員会が盛り込まれておりますが、これは議案としての報告に

載ってない。条例事項ですから、これ、議案に載せるべきじゃないかなと思います。その

中身はまだまだ入念に検討すべきことが多々ありますが、一遍にいきません。じわじわ仕

上げていきたい。 

 監査委員さんも法令遵守を全条例、前法令にわたりやることなんかできませんから、５

年間で、７年間で一通り回るとかという年次の監査計画書を作っていただいたら、順次い

くんでいいかと思いますね。 

 これをお願い申し上げて、町長、そのように行政報告なり監査委員報告をしてくれるの

か、その御答弁を願います。 

 あわせて、広域水道と中讃広域、それから後期高齢者医療、後期高齢者なんかはうちの

予算は２億９，０００万円ですが、３４億円から３６億円、我が町の医療費はかかってい

るはずです。こうしたことを我々承知しなければならない。水道広域、中讃広域、それか

ら後期高齢者医療、そして、社会福祉協議会も我々の町が出捐した寄附行為によりできた

ところですね。こうしたところの決算報告書を載せてもらえるのかどうか、町長の御答弁

を願います。 

○白川正樹議長  町長、栗田隆義君。 

○栗田町長  竹林議員さんの質問にお答えいたします。 

 今、質問のありました内容につきましては、十分検討していきたいと思いますので、よ

ろしくお願いいたします。 

○白川正樹議長  ５番、竹林昌秀君。 

○竹林昌秀議員  議運もあるし、正副議長とも相談して、一遍に高みにはいけません

から、じわじわ６５点から７５点にして、８７点ぐらい取れたらもうええかと思うんです

ね。実質を高めていければと思います。的確な内部統制と法令遵守、手際のよい行政手法

の展開が本町の行政をますます進展されるものと、財政指標が絶好調な時期を捉えてお願

い申し上げました。よろしくお願い申します。御答弁要りません。 

○白川正樹議長  ほかに質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○白川正樹議長  質疑なしと認めます。これをもって、質疑を終了いたします。 

 ただいま議題となっております認定第１号は、総務常任委員会に付託いたします。 

 認定第２号、第３号、第４号、第７号は、教育民生常任委員会に付託いたします。 

 認定第５号、第６号は、建設経済常任委員会に付託いたします。 

 

日程第１７ 議案第１号 まんのう町職員の育児休業等に関する条例の一部改正につい
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て 

○白川正樹議長  日程第１７、議案第１号 まんのう町職員の育児休業等に関する条

例の一部改正についての件を議題といたします。 

 提出者から提案理由の説明を求めます。 

 町長、栗田隆義君。 

○栗田町長  ただいま上程されました、議案第１号 まんのう町職員の育児休業等に

関する条例の一部改正について、その提案理由を申し上げます。 

 令和４年の地方公務員の育児休業等に関する法律の改正及び公務員人事管理に関する人

事院報告に基づき、育児等と仕事の両立支援及び他の地方公共団体の職員との権衡を図る

ため、本町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正するものでございます。 

 改正の概要といたしましては、非常勤職員の育児休業等の取得要件の緩和及び育児休業

の取得回数制限の緩和、また、これに伴う育児休業を取得しやすい勤務環境の整備に関す

る措置等を条例に定め、育児休業を取得しやすい環境を整え、育児参加の促進を図るため、

所要の改正を行うものでございます。 

 御審議の上、御議決賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

○白川正樹議長  これをもって、提案理由及びその内容の説明を終わります。 

 これより、質疑に入ります。本議案は委員会付託を予定しておりますので、質疑はあく

までも総括的、大綱的な質疑にとどめていただきたいと思います。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○白川正樹議長  質疑なしと認めます。これをもって、質疑を終了いたします。 

 ただいま議題となっております議案第１号は、総務常任委員会に付託いたします。 

 

日程第１８ 議案第２号 まんのう町税条例等の一部改正について 

○白川正樹議長  日程第１８、議案第２号 まんのう町税条例等の一部改正について

の件を議題といたします。 

 提出者から提案理由の説明を求めます。 

 町長、栗田隆義君。 

○栗田町長  ただいま上程されました、議案第２号 まんのう町税条例等の一部を改

正する条例について、その提案理由を申し上げます。 

 この改正は地方税法等の一部を改正する法律、地方税法施行令及び地方税法施行規則の

一部を改正する省令が令和４年３月３１日に公布されたことに伴う町税条例等の一部を改

正するものでございます。 

 改正内容につきましては税務課長より説明させますので、御審議の上、御議決賜ります

ようお願い申し上げます。 

○白川正樹議長  税務課長、小縣茂君。 

○小縣税務課長  議案第２号 まんのう町税条例等の一部改正の承認について説明を
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させていただきます。 

 令和４年度の税制改正において、上位法である地方税法の一部が改正されました。これ

に伴い、上位法との整合を図るため、町の税条例等の一部を改正するものです。 

 それでは、１ページ、改正前、改正後、新旧対照表を御覧ください。 

 第１８条の４は、納税証明書の交付手数料について、法律改正に合わせてＤＶ等支援措

置に対応するものです。 

 次に、２ページの第３３条第４項及び第６項は、所得割の課税標準について、総合課税

または分離課税を確定申告の記載によってのみ適用するものです。 

 次に、３ページの第３４条第１項及び第２項は、配当割額または株式等譲渡所得割額の

控除について、総合課税または分離課税がある場合の特別徴収税額の税額控除を確定申告

の記載によって行うものです。 

 第３６条の２の第１項は、町民税の申告について、公的年金等受給者の住民税申告義務

に係る規定の整備を行ったものです。 

 次に、４ページの第３６条の２第２項は、町民税の申告について、項ずれを修正するも

のです。 

 第３６条の３の２第１項第２号は、個人の町民税に係る給与所得者の扶養親族申告書に

ついて、記載事項に退職手当等に係る所得を有する一定の配偶者の氏名を追加するもので

す。 

 次に、５ページの第３６条の３の３第１項は、個人の町民税に係る公的年金等受給者の

扶養親族申告書について、一定の配偶者及び１６歳超の扶養親族（退職手当等を有する者

に限る。）を有する者について提出義務を追加、記載事項に配偶者の氏名を追加するもの

です。 

 次に、６ページの第５３条の７は、特別徴収税額の納入の義務等について、省令改正に

合わせて項ずれの修正を行ったものです。 

 第７３条の２は、固定資産課税台帳の閲覧の手数料について、法律改正に合わせてＤＶ

等支援措置に対応するものです。 

 次に、７ページの第７３条の３は、固定資産課税台帳に記載されている事項の証明書の

交付手数料について、法律改正に合わせてＤＶ等支援措置に対応するものです。 

 附則第７条の３の２第１項は、住宅借入金等特別税額控除についての延長・見直しを行

うものです。内容については、住宅ローン控除の適用期限を４年延長、控除期間を１３年

間とするものです。 

 附則第１６条の３第２項は、上場株式等に係る配当所得等に係る町民税の課税の特例に

ついて、申告分離課税を所得税での適用がある場合に限り適用するものです。 

 次に、８ページの附則第１７条の２第３項は、優良住宅地の造成等のために土地等を譲

渡した場合の長期譲渡所得に係る町民税の課税の特例について、引用条項の削除に伴う規

定の整備を行ったものです。 
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 附則第２０条の２第４項は、特例適用利子等及び特例適用配当等に係る個人の町民税の

課税の特例について、法律改正に合わせて申告方式の選択に係る規定の整備を行ったもの

です。 

 次に、９ページの附則第２０条の３第４項及び第６項は、条約適用利子等及び条約適用

配当等に係る個人の町民税の課税の特例について、法律改正に合わせて申告方式の選択に

係る規定の整備を行ったものです。 

 次に、１０ページの附則第２５条は、次ページの附則第２６条の３の削除に伴う既定の

整備です。 

 次に、１１ページの附則第２６条第１項及び第６項は、住宅借入金等特別税額控除につ

いて、住宅借入金等特別税額控除の延長・見直しに伴う規定の整備を行ったものです。 

 次に、第２条、まんのう町税条例の一部を改正する条例の一部改正については、令和３

年６月議会で報告した改正条例の第３６条の３の３について、扶養親族等控除申告書の法

律改正に合わせた規定の整備です。 

 タブレットの定例会関係、令和４年第３回定例回、議案第２号補足資料のフォルダに参

考資料を載せております。参考資料１の赤枠について、赤枠の中、それと議案第２号はそ

の補足資料になります。 

 今回の改正は資料の内容の改正に対応したものになります。 

 附則については、各条文の施行期日と経過措置を記載したものです。 

 以上、議案第２号 まんのう町税条例等の一部改正につきまして御説明申し上げました。

御理解の上、御議決賜りますようよろしくお願いいたします。 

○白川正樹議長  これをもって、提案理由及び内容の説明を終わります。 

 これより、質疑に入ります。本議案は委員会付託を予定しておりますので、質疑はあく

までも総括的、大綱的な質疑にとどめていただきたいと思います。質疑はありませんか。 

 ５番、竹林昌秀君。 

○竹林昌秀議員  改正の中身は入念に説明されたんですけれども、この条例改正によ

って何件の納税者が該当するのか、そして、幾ら税収が上がるのか、下がるのか、それを

委員会において説明されることを期待します。住民生活への影響のところ、そこはやっぱ

り我々議会が関与すべきであって、細かな税制の中身はもう我々はお手上げです。それは

皆さんにお任せするけれども、幾ら上がり、幾ら下がるのか。政府は大抵ここで下げたら

こっちで上げるというふうにしてバランスを取って、微妙に改正間の調整をしてますよね。

その辺の御説明を常任委員会でされることを求めます。 

○白川正樹議長  税務課長、小縣茂君。 

○小縣税務課長  竹林議員さんの再質問にお答えします。 

 条例改正の中身を吟味し、税額等の影響が確認できるものに関しては、また委員会のほ

うであれば説明させていただきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

○白川正樹議長  ほかに質疑はありませんか。 
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〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○白川正樹議長  これをもって、質疑を終了いたします。 

 ただいま議題となっております議案第２号は、総務常任委員会に付託いたします。 

 

日程第１９ 議案第３号 まんのう町官民連携事業に関する個別外部監査契約に基づく

監査によることについて 

○白川正樹議長  日程第１９、議案第３号 まんのう町官民連携事業に関する個別外

部監査契約に基づく監査によることについてを議題といたします。 

 提出者から提案理由の説明を求めます。 

 町長、栗田隆義君。 

○栗田町長  ただいま上程されました、議案第３号 まんのう町官民連携事業に関す

る個別外部監査契約に基づく監査によることについて、その提案理由を申し上げます。 

 契約後１１年を経過したまんのう町立満濃中学校改築・町立図書館等複合施設整備事業

は、維持管理運営業務に移行して１０年目に入っております。この事業は官民連携事業と

いう特殊なものであるため、その実施内容について私は第三者による監視が必要であると

考え、事業を開始した平成２３年度から個別外部監査を実施してまいりました。昨年度の

監査におきましては、過去の監査において指摘された事項の改善状況に加え、ＳＰＣの財

務状況の確認を監査対象といたしました。 

 監査の結果、これまでに指摘された事項の改善状況に関しましては順次対応ができてお

り、おおむね改善したものとの報告を受けております。 

 また、ＳＰＣの財務状況につきましても、特段問題はないとの報告を受けているところ

でございます。 

 本町のモニタリング状況に関しましては、昨年度の監査対象ではありませんが、新型コ

ロナウイルスの感染症対策として利用制限を実施している中、利用者に対し良質なサービ

スを提供できているとの評価を受けております。 

 このようなことから、本年度の監査につきましても、過去の監査において指摘された事

項の改善状況とＳＰＣの財務状況の２点を監査対象とした個別外部監査を実施したいと考

えており、去る７月８日に本町監査委員に対し個別外部監査にて監査を実施することを求

め、７月２１日付で個別外部監査が相当であるとの回答をいただいております。 

 このことから、本日、地方自治法第２５２条の４１第４項により準用される同法第２５

２条の３９第４項の規定により、官民連携事業に関する個別外部監査契約に基づく監査を

実施することについて、議会の議決を求めるものでございます。 

 御審議の上、御議決賜りますようお願い申し上げます。 

○白川正樹議長  これをもって、提案理由及びその内容の説明を終わります。 

 これより、質疑に入ります。質疑はありませんか。 

 ５番、竹林昌秀君。 
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○竹林昌秀議員  当町のＰＦＩが中学生の教育実績を上げ、立派な中学校運営に寄与

したことを高く評価しております。私も東北大学の公共政策大学院の先生とか横浜国立大

学の社会科学研究院の先生とか国交省の本省課長さんとかを御案内したことがあります。

皆さん、目を見張っておいでです。それは的確に包括外部監査を運用したということも寄

与していると思います。地方交付税で資金面倒見てくれるわけですから、実に的確な運用

と政府施策の研究した努力にお礼申し上げます。 

 しかし、監査というのは同じ人がしたら同じところばっかり見ますよね。やっぱり何年

に一遍かは人を変えたほうがいい。米田先生を中心にした三和会計事務所の監査報告書は

実に立派なもので、建築士と税理士さんの目と、それから法令運用も見てて、すばらしい

です。ほぼ本町のＰＦＩ事業は問題ないから、３年か５年ぐらい包括外部監査をやめとっ

ても心配ない。一遍ある水準まで来たら、簡単に落ちるもんでないですよね。ＳＰＣの幹

部が変わったりしたら、やってもええかもわからん。 

 米田先生のこの三和会計事務所に本町の別のところをお願いしたらどうかという提案を

しておきます。 

 公の施設で使用料とかなんとかが出資法人に任されておりますけれども、ほぼ町役場の

外でお金の受け渡しが行われていて、そこでどうなのか心配なわけです。専門家の起用、

監査委員さんが全てに手が回るわけでもないし、あらゆる専門性を兼ね備えているわけで

もない。米田先生の事務所は非常に力量をお持ちで、成果を出しておいでる。米田先生の

ところを十全に活用されることが本町の行政の振興につながるのではないかと御提案申し

上げるわけです。ちゃんとやってくれたら町長は安泰ですよね。職員も深みに入らんで済

む。議会も住民からようやっとると、ええこと言いよると言ってもらえますね。監査は地

方自治法の新監査基準が求めるとおり、手当てを尽くしたほうがいいですね。町の職員た

ちはある行政水準に達したら、必ずそれを守ってくれますから。  

○白川正樹議長  竹林議員、本議案に対する質疑を求めておりますので、質疑をお願

いします。 

○竹林昌秀議員  包括外部監査の活用方法、御進言申し上げて、今回は承認いたしま

すけれども、次の展開について町長の考えを求めます。 

○白川正樹議長  町長、栗田隆義君。 

○栗田町長  竹林議員さんの質問にお答えいたします。 

 竹林議員さんの提言、十分検討してまいりたいと思いますので、よろしくお願いいたし

ます。 

○白川正樹議長  ほかに質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○白川正樹議長  これをもって、質疑を終了いたします。 

 お諮りいたします。 

 ただいま議題となっております議案第３号は、会議規則第３９条第３項の規定により、
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委員会付託を省略いたしたいと思います。これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○白川正樹議長  異議なしと認めます。 

 よって、議案第３号は委員会の付託を省略することに決定いたしました。 

 これより、討論に入ります。討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○白川正樹議長  討論なしと認めます。これをもって、討論を終了いたします。 

 これより、議案第３号 まんのう町官民連携事業に関する個別外部監査契約に基づく監

査によることについてを採決いたします。本案は、原案どおり決することに御異議ござい

ませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○白川正樹議長  異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案どおり可決されました。 

 ここで、休憩を取ります。議場の時計で１３時３０分まで休憩といたします。 

休憩 午前１１時５２分 

 

再開 午後 １時３０分 

○白川正樹議長  休憩を戻して、会議を再開いたします。 

 

日程第２０ 議案第４号 まんのう町官民連携事業に関する個別外部監査契約の締結に

ついて 

○白川正樹議長  日程第２０、議案第４号 まんのう町官民連携事業に関する個別外

部監査契約の締結についてを議題といたします。 

 提出者から提案理由の説明を求めます。 

 町長、栗田隆義君。 

○栗田町長  ただいま上程されました、議案第３号 まんのう町官民連携事業に関す

る個別外部監査契約の締結について、その提案理由を申し上げます。 

 本町が実施しておりますまんのう町立満濃中学校改築・町立図書館等複合施設整備事業

は２５年間の長期契約により実施する事業であり、維持管理運営業務としまして多くの業

務がございます。多岐にわたる業務それぞれにつきまして専門的な理解がなければ監査の

実施が難しいことから、昨年度に引き続き、本町が適切に監査を行える監査人であると認

めた、高松市藤塚町一丁目１０番３０号、三和会計事務所に所属の税理士、米田守宏氏と

来年３月末まで１１０万円にて個別外部監査契約を締結しようとするものでございます。 

 なお、このことにつきましては、去る７月２７日付で本町監査委員より妥当であるとの

意見をいただいております。 

 御審議の上、御議決賜りますようお願い申し上げます。 
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○白川正樹議長  これをもって、提案理由及びその内容の説明を終わります。 

 これより、質疑に入ります。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○白川正樹議長  質疑なしと認めます。これをもって、質疑を終了いたします。 

 お諮りいたします。 

 ただいま議題となっております議案第４号は、会議規則第３９条第３項の規定により、

委員会付託を省略いたしたいと思います。これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○白川正樹議長  異議なしと認めます。 

 よって、議案第４号は委員会の付託を省略することに決定いたしました。 

 これより、討論に入ります。討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○白川正樹議長  討論なしと認めます。これをもって、討論を終了いたします。 

 これより、議案第４号 まんのう町官民連携事業に関する個別外部監査契約の締結につ

いてを採決いたします。本案は、原案どおり決することに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○白川正樹議長  異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案どおり可決されました。 

 

日程第２１ 議案第５号 令和４年度まんのう町一般会計補正予算（案）第２号 

○白川正樹議長  日程第２１、議案第５号 令和４年度まんのう町一般会計補正予算

（案）第２号の件を議題といたします。 

 提出者から提案理由の説明を求めます。 

 町長、栗田隆義君。 

○栗田町長  ただいま上程されました、議案第５号 令和４年度まんのう町一般会計

補正予算（案）第２号について、その提案理由を申し上げます。 

 １ページをお開きください。 

 第１条で、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ２億２，７６０万５，０００円を追

加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１２２億４，８１３万７，０００円とする

ものでございます。 

 第２条の地方債の補正は、５ページの第２表を御覧ください。 

 これは、起債の目的にあるそれぞれの事業について、追加及び変更分を記載しておりま

す。 

 それでは、補正予算事項別明細書により、歳入の補正に関する主なものを御説明申し上

げます。 

 １１ページをお開きください。 
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 第１４款国庫支出金１億３，１１５万６，０００円の増額は、国庫負担金、衛生費国庫

負担金において、新型コロナウイルスワクチン接種対策費負担金として１，６３８万８，

０００円の増額、国庫補助金、総務費補助金で、新型コロナウイルス感染症対応地方創生

臨時交付金を１億１，３９１万３，０００円増額し、デジタル基盤改革支援補助金を８４

７万３，０００円減額いたしております。このデジタル基盤補助金は第２０款の諸収入に

組替えをしております。 

 次に、民生費補助金では、子育て世帯生活支援特別給付金事務費補助金を３１万１，０

００円増額し、衛生費補助金では、新型コロナウイルスワクチン接種体制確保事業費補助

金として８９３万６，０００円を増額、教育費補助金では、理科教育設備整備費等補助金

を８万１，０００円追加計上いたしております。 

 １２ページをお開きください。 

 第１５款県支出金は２００万円の増額です。これは、第１目総務費県補助金において、

空き家修繕県費補助金を２００万円増額計上いたしております。 

 １３ページを御覧ください。 

 第１７款寄附金は１，０００万円の増額です。これは、第２目指定寄附金において、企

業版ふるさと応援寄附金を１，０００万円追加計上いたしております。 

 １４ページをお開きください。 

 第１８款繰入金は２，２５３万７，０００円の増額です。これは、第１目財政調整基金

繰入金を１，２５８万７，０００円増額、第３目地域福祉基金繰入金を５万円減額、第９

目ふるさと応援基金繰入金を１，０００万円増額計上いたしております。 

 １５ページを御覧ください。 

 第１９款繰越金２，９６５万５，０００円の増額は、前年度繰越金であります。 

 １６ページをお開きください。 

 第２０款諸収入は１，７３５万７，０００円の増額です。第１目雑入において、国庫補

助金から組替えした８４７万３，０００円を含むデジタル基盤改革支援補助金として１，

１０５万７，０００円追加計上し、コミュニティ助成金６３０万円を増額計上いたしてお

ります。 

 １７ページを御覧ください。 

 第２１款町債は１，４９０万円の増額です。これは、第１目総務債の合併特例債におい

て、仲南支所周辺整備事業債を７６０万円、町有施設整備事業債を７３０万円追加計上い

たしております。 

 続きまして、歳出に関する主なものを御説明申し上げます。 

 １８ページをお開きください。 

 第１款議会費は１８１万４，０００円の減額です。これは、第１目議会費において、一

般職及び会計年度任用職員の共済費を第２款総務費の一般管理費に組替えするための減額

補正であります。この９月補正予算において、他の款につきましても一般職及び会計年度
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任用職員の共済費を第２款総務費の一般管理費に組替えしております。これは現行システ

ムを利用し、共済の適用拡大に伴う共済費の支払いをスムーズに行うための予算組替えに

なりますので、御理解いただきますようお願いいたします。 

 １９ページを御覧ください。 

 第２款総務費は１億５１万４，０００円の増額です。これは、第１項総務管理費、第１

目一般管理費の共済費において、先ほど御説明しました一般職及び会計年度任用職員の共

済費の組替えによって１億５９万４，０００円を増額しております。 

 第６目企画管理費においては、共済費を４３０万５，０００円減額し、第７目自治振興

費においては、コミュニティ助成事業補助金を１８０万円、新しい生活様式対応利用促進

補助金（公共交通関連）を２１１万円増額し、第１１目かりんの里づくり事業費の共済費

においては９万６，０００円減額、第１２目契約管理費では、入札業者管理システム構築

業務委託料として１０５万６，０００円増額しており、第１３目情報通信費では、共済費

を１０万４，０００円減額し、基幹システム標準化業務委託料など委託料を２３４万４，

０００円増額しております。 

 第１５目支所及び出張所費においては、共済費を５１３万１，０００円減額し、仲南支

所改修工事実施設計業務委託料を８００万円増額計上いたしております。 

 ２０ページをお開きください。 

 第２１目地方創生推進事業費において、共済費を２１万８，０００円減額、空き家修繕

補助金を４００万円増額しております。 

 第２項第１目町税費においても、共済費を６０３万２，０００円減額し、第３項第１目

戸籍住民登録費においても、共済費を３５２万４，０００円減額しております。 

 ２１ページを御覧ください。 

 第２款民生費は８，６０８万３，０００円の増額です。これは、第１項第１目社会福祉

総務費において、社会福祉管理費を共済費など４４７万２，０００円減額、民生児童委員

費を７６万８，０００円増額、安心ネットワーク事業費を６５万円増額、一世帯当たり５

万円の非課税世帯生活支援特別給付金事業費（町単独分）を合わせて１億１，２５０万円

追加計上いたしております。 

 第２目老人福祉費から第６目隣保館費まで、それぞれ共済費を減額補正しております。 

 次に、第２項第１目児童福祉費において、共済費を１７万１，０００円減額、保育士等

処遇改善臨時特例事業補助金を２００万円増額し、第２目保育所費においては、私立保育

所に係る物価高騰分の賄材料費補助金を１００万円追加計上いたしております。 

 ２２ページをお開きください。 

 第３目児童措置費においては、子育て世帯生活支援特別給付金事業費に係る業務委託料

を３１万１，０００円増額し、第４目児童館費においては、祓川公園便所新築工事設計業

務委託料として３００万円増額、第５目認定こども園費においては、共済費を２，６０７

万８，０００円減額、修繕料を８２万５，０００円、物価高騰分賄材料費を３００万円そ



－３４－ 

れぞれ増額計上いたしております。 

 ２３ページを御覧ください。 

 第４款衛生費は２，１４７万５，０００円の増額です。これは、保健衛生総務費におい

て、共済費を４９０万円減額、予防費において、共済費を１９万１，０００円減額、役務

費を６１万３，０００円増額、新型コロナウイルスワクチン接種体制確保支援業務及び新

型コロナウイルスワクチン接種対策業務委託料合わせて２，４９０万２，０００円を増額

計上いたしております。 

 第４目環境衛生費においては、共済費を１１２万３，０００円減額し、火葬場の修繕料

を２５０万円増額、し尿処理費においては、共済費を８７万円減額、塵芥処理費において

は、共済費を４５万６，０００円減額し、消耗品費を１００万円増額計上いたしておりま

す。 

 ２４ページをお開きください。 

 第６款農林水産業費は６４４万３，０００円の減額です。これは、農業委員会費におい

て、共済費を３４万７，０００円減額、農業総務費において、報酬から旅費まで合わせて

２２５万７，０００円の減額、農地費において、共済費を４９９万円減額し、農村環境改

善センター費において、琴南農改センター屋根改修工事費を４８４万円増額、地籍調査費

において、共済費を３６０万４，０００円減額しており、林業総務費においても、共済費

を８万５，０００円減額しております。 

 ２５ページを御覧ください。 

 第７款商工費は１，１２４万８，０００円の増額です。これは、第１項第１目商工総務

費において、共済費を３８万５，０００円減額、企業誘致に係る工業用地開発可能性調査

業務委託料を６００万円増額、第２目観光費において、共済費を２６万７，０００円減額、

仲南振興公社経営改善人材育成業務委託料を４４０万円、振興公社経営安定化補助金を１

５０万円それぞれ追加計上しております。 

 ２６ページをお開きください。 

 第８款土木費は２４８万４，０００円の増額です。これは、第２項第１目土木総務費に

おいて、共済費を２０６万３，０００円減額し、道路橋梁維持費において、共済費を７２

万８，０００円減額、琴南支所に係る修繕料を２５０万円、設計委託料を２７万５，００

０円、町道維持補修工事費を２５０万円それぞれ増額補正しております。 

 ２７ページを御覧ください。 

 第９款消防費は２００万円の増額です。これは、防災対策費において、自主防災組織補

助金を２００万円増額補正しております。 

 ２８ページを御覧ください。 

 第１０款教育費は２０５万８，０００円の増額です。これは、事務局費において、共済

費を８６１万７，０００円減額、消耗品費として検査キット２００万円、コーティング業

務委託料など委託料を４１５万円、二酸化炭素センサー購入費に３００万円それぞれ増額
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計上し、奨学生生活援助金を５００万円減額補正しております。 

 第２項小学校費、第１目学校管理費におきましては、会計年度任用職員報酬から旅費ま

でを減額し、修繕料を１２１万円増額、第２目教育振興費では、共済費を５０万７，００

０円減額し、教材備品を１６万３，０００円増額しております。学校管理費、教育振興費、

社会教育総務費においても、共済費をそれぞれ減額しております。給食場費においては、

報酬、職員手当、旅費をそれぞれ増額し、共済費を１９１万４，０００円減額、物価高騰

分賄材料費を１，０００万円増額計上しております。 

 ３０ページをお開きください。 

 第１３款諸支出金は１，０００万円の増額です。これは、企業版ふるさと応援金を基金

に積み立てるための増額補正であります。 

 なお、３１ページに地方債の現在高等に関する調書を添付しておりますので、お目通し

のほどよろしくお願いいたします。 

 以上、議案第５号 令和４年度まんのう町一般会計補正予算（案）第２号について説明

申し上げました。御審議の上、御議決賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

○白川正樹議長  これをもって、提案理由及びその内容の説明を終わります。 

 これより、質疑に入ります。本議案は委員会付託を予定しておりますので、質疑はあく

までも総括的、大綱的な質疑にとどめていただきたいと思います。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○白川正樹議長  質疑なしと認めます。これをもって、質疑を終了いたします。 

 ただいま議題となっております議案第５号は、総務常任委員会に付託いたします。 

 

日程第２２ 諮問第１号 人権擁護委員候補者の推薦について 

○白川正樹議長  日程第２２、諮問第１号 人権擁護委員候補者の推薦についての件

を議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 町長、栗田隆義君。 

○栗田町長  次の者を人権擁護委員候補者として推薦したいので、人権擁護委員法第

６条第３項の規定により、議会の意見を求めるものでございます。 

 １人目は、住所、まんのう町東高篠、氏名、久留嶋一之です。 

 ２人目は、住所、まんのう町吉野、氏名、有信隆雄です。 

 ３人目は、住所、まんのう町後山、氏名、末久和幸です。 

 人権擁護委員は人権擁護委員法を根拠として、人権に関する啓発活動や相談活動等を行

っており、全国の市町村を区域に設置されております。 

 まんのう町におきましては、現在、８名の人権擁護委員が法務大臣より委嘱されている

ところでございます。 

 また、人権擁護委員の任期は３年でありまして、満濃地区の久留嶋一之氏、同じく満濃
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地区の有信隆雄氏、仲南地区の北山信夫氏の３名が、令和４年１２月３１日をもって任期

を迎えます。 

 このうち、満濃地区の久留嶋一之氏、同じく満濃地区の有信隆雄氏の２名につきまして

は、人権擁護委員法第６条第３項の規定に基づき、引き続き、人権擁護委員として推薦す

るものであります。 

 一方、仲南地区の北山信夫氏につきましては、令和４年１２月３１日の任期満了をもっ

て退任されますので、後任者として仲南地区の末久和幸氏を人権擁護委員法第６条第３項

の規定に基づき、新たに人権擁護委員として推薦するものでございます。 

 以上、３名の方につきましては、地域において積極的に様々な活動に参加し、地域社会

で信頼されております。このほか、人権に対する理解に加え、誰からも慕われる人格や見

識及び中立公正さを兼ね備えていることから、適任であると考えております。 

 よろしく御審議の上、御承認賜りますようお願い申し上げます。 

○白川正樹議長  これをもって、提案理由及びその内容の説明を終わります。 

 これより、質疑に入ります。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○白川正樹議長  質疑なしと認めます。これをもって、質疑を終了いたします。 

 お諮りいたします。 

 ただいま議題となっております諮問第１号は人事案件でございますので、委員会付託及

び討論を省略したいと思いますが、御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○白川正樹議長  異議なしと認めます。 

 よって、諮問第１号は委員会付託及び討論を省略することに決定いたしました。 

 これより、諮問第１号 人権擁護委員候補者の推薦についての件を採決いたします。本

件については、適任として答申することに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○白川正樹議長  異議なしと認めます。 

 よって、諮問第１号は適任と答申することに決しました。 

 以上で、本日の日程は全て終了いたしました。 

 なお、次回会議の再開は、９月６日、午前９時３０分といたします。本議場に御参集を

お願いいたします。 

 本日はこれにて散会といたします。 

散会 午後１時５６分 
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